
 

 

第２７１回 今月読んだ本 

福本和夫 思想の再解釈 

－「福本イズム」から「日本ルネッサンス史論」へ（２４）    

 

第１０章 「日本ルネッサンス史論」の完成 

（１９６７－１９６９） 

  

４ 具体的な内容はどういうものか（続） 

 

第２６章 日本ルネッサンスの印刷術と中国・朝鮮・西洋との

比較 

活字による印刷術は、中国北宋の畢昇（９７２－１０５１）が１０ 

４０年代に膠
こう

泥
でい

活字（粘土を膠で固めて焼いた活字）を発明したことを

嚆矢とする。ドイツのグーテンベルク（１３９８頃－１４６８）によ

る鉛活字（活版印刷術）の発明より約４００年も先んじている

（『グーテンベルク聖書』１４５５年、１頁４２行であることから『４２行聖

書』と言われる）。木活字を初めて本格的に利用したのは元代の王禎

（生没年不詳）である。木活字３万余個によって『農書』（１３１３

年、全２２巻あるいは全３６巻）を印刷した。銅活字は宋代に発明され

明代で広く利用される。１６世紀初頭に利用された鉛活字は普及し

なかった。明代から清代にかけての主要な版式は木版印刷（整版）

であり、銅活字、木活字、泥（陶）活字の復活もあった。 

 朝鮮半島の李王朝（１３９２－１８９７）では木活字、鉛活字がさ

かんに用いられ、鉄活字も一時的に利用された。（１９７４年にフラ

ンスで発見された『直指心体要節』は１３７７年刊行であり、世界最古の金属

活字印刷本とされている。） 

 豊臣秀吉（１５３７－１５９８）の２度にわたる朝鮮出兵の際、朝

鮮半島から銅活字や木活字が伝わってくる。家康は銅活字や木活字

による書籍の刊行をさかんに行わせた。銅活字は次第に利用されな

くなる一方で木活字はしばらく使われ続ける。正保元（１６４４）

年以降は木版（１枚版、製版）が主流となっていった。木活字が復活

したのは寛政年間（１７８９－１８０１）から明治１０（１８７７）年

まであった（幕末から明治維新にかけての近代的な鉛活字の印刷術について

多くの頁が割かれている）。日本で鉛活字、銅活字が主流にならな

かった理由は、金銀の精錬用に用いられる鉛は不足していたこと

（長崎でオランダ、中国から買い求めていた）、銅は輸出貨物の最大部分

を占めていたことである。 

日本ルネッサンス期に普及した木活字本・木版本の精巧さは、 

明代清代と比較しても技術面に遜色はない。浮世絵の錦絵版画は、

その多色刷の絢爛豪華さにおいて中国、西洋の版画よりはるかに優

https://kotobank.jp/word/%E7%B2%98%E5%9C%9F-111710
https://kotobank.jp/word/%E6%B4%BB%E5%AD%97-45209
https://www.y-history.net/appendix/appendix-yogo-nenpyo.html#1377-k


 

 

れている。後年、フランス印象派の誕生に直接的な影響を与えたの

が浮世絵版画であったことは偶然でなかろう。 

 第２７章 商業資本と商人の是認論を積極的に唱えた人々の 

系列 

 商業利潤を是認し商業道を説く石田梅岩（１６８５－１７４４）は

享保１４（１７２９）年に京都で講筵を開いた。石門心学は幕末ま

での１３０年余りの間に、関東から九州まで１７３箇所の心学講舎

で講じられている。 

 儒教・仏教・神道の三教一致論のうち、石門心学は商人出身者に

よる儒教中心の三教一致論であった。これに対して、二宮尊徳（１

７８７－１８５６）の農民出身者による復古神道中心の報徳教、大原

幽学（１７９７－１８５８）の武士出身者による儒教中心の性理学が

ある。 

第２８章 田能村竹田と詩余ならびに煎茶会（２１頁） 

 中国では「漢文、唐詩、宗詞、元曲」と言われるように、漢代は

漢文章、唐代は漢詩、宋代は詩余、元代は戯曲が流行した。「詩

余」は長短を交えた躍動的な音律によって表現するために「長短

句」とも呼ばれる。元代明代では衰微したが、清代に至って再流行

し、毛沢東（１８９３－１９７６）はその系譜に連なる。 

 文人画家の田能村竹田は詩余の愛好家であった。イギリス最初の

『英語辞典』（１７５５年）の編纂者で有名なサミュエル・ジョンソ

ン（１７０９－１９８４）が茶を飲みながら「文学クラブ」（１７６３

年設立）で語り合ったように、竹田は煎茶会を開いて上田秋成、頼

山陽、池大雅らと交遊した。 

 第２９章 異色の学者６人－貝原、田中、富永、三浦、鷹見、

鈴木 

 貝原益軒、田中丘隅（１６６２－１７２９、農政・民政の意見書『民間

省要』全１５巻、１７２１年。を刊行して８代将軍吉宗に献上）、富永仲基

（１７１５－１７４６、仏教・神道批判）、三浦梅園（１７２３－１７８９、

宇宙と思索の構造を解明する弁証法に類する条理学を展開）、鈴木牧之（１

７７０－１８４２、『北越雪譜』で有名、雪の結晶３５種を図解）、鷹見泉

石（１７８５－１８５８、雪の結晶８６種を図解）は見過ごされがちだ

が、注目すべき価値ある業績を残した異色の存在である。 

第３０章 小説家西鶴と馬琴の対比 

 町人出身の井原西鶴（１６４２－１６９３）と武士出身の滝沢馬琴

（１７６７－１８４８）は日本ルネッサンスの始期と終期を代表する二

大巨星である。 

 西鶴の代表作は『好色一代男』（１６８２年）、『日本永代蔵』

（１６８８年）、『世間胸算用』（１６９２年）などである。それらの

著作に見られる自由恋愛論、技術論、商業資本論をはじめとした諸



 

 

論点は、最も目醒めたルネッサンス人の面目躍如たる自由闊達さを

示している。 

 馬琴の代表作は戯作文学の傑作『南総里見八犬伝』（全９８巻、１

８１４－１８４２年）である。馬琴と北斎の交遊は有名であり、互い

に刺激を受けていた。堅物ですぐに説教を始める馬琴は、『赤蝦夷

風説考』（１７８１－１７８３年）で有名な仙台藩江戸詰藩医の工藤

平助（１７３４－１８０１）の娘、只野真
ま

葛
くず

（１７６３－１８２５）と書

簡の遣り取りをしていた。きっかけは真葛が自ら執筆した経済論の

草稿を馬琴に添削してもらったことにある。わずか一度であった

が、歌の贈答もしている。しかし、良寛（１７５８－１８３１）と貞

心尼（１７９８－１８７２）のような関係にはならなかった。馬琴

は、世の疑惑を受ける恐れもあるとして、一方的に関係を絶った。

馬琴は最後まで武家階級に対するこだわりを捨て得なかったのでは

ないか。 

 第３１章 談林俳諧から芭蕉・蕪村の俳句まで 

新興町人階級の生活を、町人自身の眼で見て、町人自身の手で

把握し、町人自身の言葉で表現しようとしたのが談林派の俳諧であ

る。西山宗因（１６０５－１６８２）の門下には西鶴らがいる。 

 松尾芭蕉（１６４４－１６９４）は「古人の心を求めて、古人の跡

を追わず」という「復古生新」の方法論によって蕉風俳句を樹立し

た。その他には、異色の俳人として小林一茶（１７６３－１８２

７）、南画家でもあった与謝蕪村（１７１６－１７８３）らがいる。 

第３２章 滑稽・諧謔を旨とした大阪狂歌と皮肉・風刺を主と

した江戸狂歌） 

狂歌は大阪から起こって京坂の地でさかんに詠まれた。開祖は

大坂御堂筋前で宮廷御用貸家を営んでいた鯛屋貞柳（１６５４－１７

３４）である。時の政治批判を避けたところに貞柳狂歌の限界が

あった。 

 貞柳より７０年遅れて、馬宿と煙草屋を営む平秩東作（１７２６

－１７８９）が江戸狂歌の先駆者となった。その後、幕臣である内

山賀邸（１７２３－１７８８）が大成し、四方赤良（１７４９－１８２

３）、宿屋飯盛（１７５３－１８３０）らが続いた。 

第３３章 近松門左衛門と竹田出雲の戯曲（３頁） 

近松門左衛門（１６５３－１７２４）が初めて世話物に力を傾注

し、情死、姦通、駆け落ち、殺人などを取り上げたことは、近松の

戯曲がルネッサンス期の反映だったことを物語る。カラクリ人形座

を始めた竹田近江の子である竹田出雲（１６９１－１７５６）は、描

写的で劇的な作風によって人形浄瑠璃を極点まで高めた。 

第３４章 源内の戯作『風流志道軒伝』を中心に 



 

 

平賀源内は戯作『風流志道軒伝』（１７６３年）を発表する。浅草

の講釈師、深井志道軒が仙人から羽のうちわを授かって大人国、小

人国、足脚国、穿胸国などを巡歴、女護国に漂着して遊郭を開くと

いう物語である。室町後期のお伽草紙にヒントを得たと思われる。

イギリス文学史の中で随一の諷刺作品であるスウィフト（１６６７

－１７４５）の『ガリヴァー旅行記』（１７２６年）に不思議に類似し

ているのには驚かされる。 

 戯作者の系譜には、山東京伝（１７６１－１８１６）、十辺舎一九

（１７６５－１８３１）、式亭三馬（１７７６－１８２２）、柳亭種彦（１

７８３－１８４２）、為永春水（１７９０－１８４３）らがいる。 

第３５章 山椒のような辛みをもった五七五の社会詩  

浅草の寺侍であった柄井八右衛門川柳（１７１８－１７９０）は

『万句合
まんくあわせ

』（１７５７年）を創刊する。あらかじめ前句（七七）を出

題、一般から附け句（五七五）を募集し、秀作を摺り物にして配布

した。呉陵軒可
ある

有
べし

（生年不祥－１７８８）が『万句合』の中から前句

を省略しても意味の通ずる７５６句を選び出版したのが『誹風柳多

留』（１７６５年）である。柄井川柳の選から始まったので、この最

短詩形を「川柳」と呼ぶようになった。市井の庶民の生活から生ま

れ出た社会詩であり、社会に対する雑多な笑いの詩、人生の矛盾を

チクリと突いた山椒のような詩である。 

第３６章 書体・書風の変遷と復古生新の法則 

書体・書風の変遷には、日本ルネサンス期の特色であるは復古 

生新の法則が貫徹している。和洋（仮名）書家、唐様（漢字）書家、

幕末から維新前後・明治年代にかけて和洋（仮名）書家、唐様（漢

字）書家の系譜が続いていく。この時代に最も清新高雅な書体・書

風を展開した第一人者は良寛であった。（清代の碑学派の日本への影響

も論じられている。） 

第３７章 ルネッサンス中期におこった考証学とその３系列 

ルネッサンス中期、本格的に考証学が展開されるようになっ

た。儒学、国学、戯作者・小説家による３系列の考証学が起こる。 

各系列の主な考証学者は、儒学では吉田篁墩（１７４５－１７９

８）、狩谷棭斎（１７７５－１８３５）、渋江抽斎、国学では山岡明阿

弥（１７２６－１７８０）、塙保己一（１７４６－１８２１）、戯作・小

説では山東京伝、滝沢馬琴らがいる。 

第３８章 各種辞典類の続出 

日本ルネッサンス期には各種辞典類が相次いで出版された。代 

表的な百科事典類を挙げると、貝原益軒『万宝鄙事記』（１７０５

年）、寺島良安（１６５４－没年不祥）『和漢三才図会』（全１０５巻、

１７１２年）、北斎『北斎漫画』（全１５編、１８１４－１８７８）など

がある。 



 

 

第３９章 日本ルネッサンスの勃興・発展とその反動・抑圧 

 日本ルネッサンスの勃興・発展の時期は４つに分かれる。第１期

（始期）は寛文元（１６６１）年から貞享４（１６８７）年までの２７

年間で、４代将軍家綱（在職１６５１－１６８０）から５代綱吉（在職

１６８０－１７０９）の時代にあたる。第２期は元禄元（１６８８）年

から宝永６（１７０９）年までの２２年間である。この間、柳沢吉

保（１６５９－１７１４）が権勢を振るった。第３期は６代将軍家宣

が在職中の宝永６（１７０９）年から正徳２（１７１２）年までのわ

ずか４年間で、新井白石執政の時代（「正徳の治」）にあたる。第４

期は延享２（１７４５）年から天明４（１７８４）年までのおよそ４

０年間で、田沼意次（１７１９－１７８８）が第９代将軍家重（在職１

７４５－１７６０）、第１０代家治（在職１７６０－１７８６）に仕えた

時期にあたる。意次の子で異例の出世を遂げた若年寄の意知（１７

４９－１７８４）が江戸城内で刺されたために急速に権勢が衰え、い

わゆる「田沼時代」は終焉する。 

 反動・抑圧の第１期は、白石の礼楽政治（復古生新）に対する反

動として家康・家光の方針を中興することを大方針に掲げた８代将

軍吉宗（在職１７１６－１７４５）の約３０年にわたる治世（「享保の

治」）である。儒教改革、学芸復興全般に対する全面的積極的な反

動・抑圧の第２期は、田沼政治を一掃するために登場した松平定信

（１７５９－１６２９）による「寛政の治」（１７８７－１７９３）の７

年間であった。幕府の忌諱に触れて処罰された陽明学者、復古儒

者、国学者、蘭学者、浮世絵画家、戯作者など数多い（福本はそれら

の人物を逐一挙げている）。 

第４０章 八代将軍吉宗の政治施策を検討する 

享保５（１７２０）年、吉宗は漢訳洋書の輸入を禁じた「洋書の

禁」を緩めた。日本の暦法を改良しようとする動きが理由の一つで

あった。さらに、吉宗は物産、蘭学の奨励と大規模な治水干拓事業

（利根川、木曽川、印旛沼など）を推進した。「御法度の旨をよく守り

て、朝夕忘れざれば、疑なくその身は治まり候」、「御高札のおも

てに背がず候ようにと、心がけ候」、「時々まわる御触書をきっと

うつして、はりおき、家内の男女上下とも読み聞くべし」といった

道徳訓を根本義とする「談義物」（庶民生活を風刺する滑稽な通俗小

説）が吉宗の治政下で盛行する。徹底した公式主義、追随主義の思

想を普及、鼓舞しようとしており、絶対主義の天皇制国家を賛美す

る「教育勅語」と軌を一にする。 

第４１章 蘭学伝来の意味するもの 

 日本ルネッサンスが蘭学によって活性化されたことは否定できな

いが、蘭学伝来以前にルネッサンスが始まっていたことを忘れては

ならない。吉宗による「洋書の禁」緩和は天文学、医学、自然科学



 

 

（物理学、化学、植物学など）、兵学などの分野に影響を与える。蘭方

天文学者には麻田剛立（１７３４－１７９９）、高橋至時（１７６４－

１８０４）、蘭学者・蘭方医には楢林鎮山（１６４８－１７１１）、前

野良沢、杉田玄白、司馬江漢、桂川甫周（１７５１－１８０９）、稲

村三伯（鳥取藩医、１７５８－１８１１）、宇田川榕庵、緒方洪庵（１

８１０－１８６３）、蘭方兵学者には高島秋帆（１７９８－１８６６）、

佐久間象山（１８１１－１８６４）らがいる。 

第４２章 造船・航海技術の復興論並びに開国論の擡頭 

鎖国政策のために造船・航海技術が衰退して難破漂流船が続出

した（本稿第９章第２節で言及した『漂流船物語の研究』１９４４年、を参照

－岩田注）。幕府は漂流船物語の伝播を抑圧する。生還者がキリシ

タンになってまもしれないこと、漂流民の口から異国の新文化や政

情が民衆に伝わることを極度に怖れたからである。しかし、漂流船

物語は写本の形で広く愛読されていた。 

 嘉永６（１８５３）年、幕府は５００石以上の大船製造と３本マ

ストの禁を解いた。寛永１２（１６３５）年の大船禁止令からおよ

そ２２０年後のことである。同じ時期に開国論が台頭してくる。工

藤平助、林子平、本多利明、佐藤信淵らが代表的な論者である。 

第４３章 百姓一揆・都市の打ちこわし・抜け参り 

ドイツ・ルネッサンスにおいてミュンツァー（１４８９－１５２

５）を指導者とする農民戦争（１５２４－１５２５）が発生した。農民

戦争はドイツだけでなくフランス（ジャックリーの乱、１３５８年）、

イタリア（一揆・反乱を表す「トゥキナッジオ」、１４世紀中期－１３８７

の一連の農民戦争を指す）、イギリス（ワット・タイラーの乱、１３８１

年）でも起こっている。 

 日本の百姓一揆の件数は江戸時代に６０１件、年平均で２．３件

発生している。慶長８（１６０３）年から万治４（１６６１）年まで

の５９年間で年平均１．４件だったのに対して、幕末の天保元（１

８３１）年から慶応４（１８６８）年までの３９年間で年平均３．９

件と３倍になっている。参加者が５万人を越えた代表的な百姓一揆

は、磐城平藩元文一揆（１７３８年、８万５千人）、鳥取藩元文一揆

（１７３９年、５万人）、久留米藩大一揆（１７５４年、１６万８千人）、

伝馬騒動（１７６４年、武蔵・上野・信濃・下野の２０万人）などがあ

る。 

 農村の一揆（農民闘争）の頻発と平行して都市では「打ちこわ

し」運動が起こっている。そのうち最も計画的だったのは天保８

（１８３７）年の大坂における大塩平八郎の乱であった。 

 百姓一揆や打ちこわし運動のように抗争的破壊的ではなかった

が、日本ルネッサンス期には全国各地から伊勢へ向かう自然発生的



 

 

な「抜け参り」が周期的に繰り広げられた（本稿第９章第２節で論じた

『抜け参りの研究』１９４３年、を参照－岩田注）。 

第４４章 日本ルネッサンス期のユートピスト 

日本ルネッサンス期はトマス・モア（１４７８－１５３５、『ユート

ピア』１５１６年）、トマソ・カンパネラ（１５６８－１６３９、『太陽

の都』１６０２年）のようなユートピストを輩出している。秋田に生

まれ奥州八戸で医を業とした安藤昌益（１７０３－１７０６）、秋田

の西馬音内に生まれ各地を遊歴した佐藤信淵である。 

佐藤は『垂統秘録』（１８３２年頃に口述、没後７年の１８５７年に刊

行）において、日本全国に「三台」（神祇台、教化台、太政台）と「六

府」（本事府（農業）、開物府（鉱業・林業）、製造府（工業）、融通府（商

業）、陸軍府、水軍府）を設置し、人民を「八業」（草、樹、鉱、匠、

賈、傭、舟、漁）に従事させる（兼業禁止）国家社会主義的な日本を構

想した。 

モアやカンパネラに並び称されるべきは安藤昌益であろう。

『自然真営道』（１７５３年、全１０１巻９３冊）の自筆本が狩野享吉

（１８６５－１９４２、当時は第一高等学校長、後に京都帝国大学文科大学長）

によって発見されたのは１８９９年であった（関東大震災で焼失し、

現存する自筆本は１５冊のみ）。 

社会生活の根本は「直耕」（農業、漁業）であり、商業その他の生

業、身分・階級はすべて無用有害として否定され、現在の「法世」

をそれ以前の理想社会「自然の世」まで高めなければならない。

『自然真営道』が提示する思想は、共産主義、アナーキズム、エコ

ロジー、農本主義に通ずる。（第２４巻は２８種の鳥類が「法世」を痛烈

に批判するユニークな物語である。） 

第４５章 日本の近世史にはルネッサンス時代のあったことの

傍証 

徳川時代にルネッサンス期があったわかりやすい傍証を６つ挙 

げてみよう。 

 第１に、イタリア・ルネッサンスと同様に復古生新の法則が貫か 

れていること。第２に、西洋のルネッサンスでも日本でも農民戦 

争・百姓一揆が断続的に頻発したこと。第３に、フィレンツェ、ミ 

ラノ、フランス、イギリスなどでも大坂、京都、琵琶湖、名古屋、 

仙台などでも運河が開鑿されたこと。第４に、解剖学の進展が西洋 

ルネッサンスと日本ルネッサンスに共通していること。第５に、自 

国語の復興（ダンテ『神曲』、チョーサー『カンタベリー物語』、新井白石 

『折り焚く柴の記』、荻生徂徠『政談』など）である。第６に、イタリ 

ア・ルネッサンスのレオナルド・ダ・ヴィンチ（１４５２－１５１ 

９）、オランダ・ルネッサンスのピーテル・ブリューゲル（１５２５ 

／３０－１５６９）の二大巨匠と北斎の間に驚くばかり多くの一致 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%9E%82%E7%B5%B1%E7%A7%98%E9%8C%B2&action=edit&redlink=1


 

 

点、類似点が見出されることである。 

 ダ・ヴィンチと北斎の一致点の第１は両者ともに自然を師とする 

根本理念、第２は画境転心説、第３に森羅万象主義、第４に人間の 

解剖学に対する共通の関心、第５に自然の幾何学的解剖学、第６に 

手の運動－手の表情の画家であること、第７に両巨匠ともにカラク 

リ技術に深い関心を寄せていたことである。 

 ブリューゲルと北斎の類似点は、子ども・盲人の画家であるこ 

と、海と船への尽きない関心、機構美・技術美に対する関心の広さ 

と造詣の深さ、鳥瞰的な遠近法であろう。 

第４６章 明代・清代の中国にルネッサンス期があったか 

中国の学芸が日本に刺激を与え続けたのは間違いない。宋代に 

おける朱子学、煉丹術、明代清代における医学、本草学、「古文

辞」運動、兵学、技術（『天工開物』１６３７年）、木版画、航海術

（鄭和の７回にわたる大航海）などは日本ルネッサンス期の発生・発展

に少なからず影響を及ぼしている。明代清代ではルネッサンス的な

ものが部分的、要素的には発生してきたが、日本ルネッサンスのよ

うにまとまった一大運動にはならなかったことは大変惜しまれる。 

第４７章 明代・清代の中国にルネッサンスがなかったことの

傍証 

明代清代に「人間の発見」がなかったことの傍証は絵画、小説

に傍証を求めることができる。 

『芥子園画伝』（第１集１６７９年、第２・３集１７０１年）は清代・

康煕帝の時代に出版された絵画技法の教科書であり木版多色刷技法

で制作された。日本では元禄年間（１６８８－１７０４）に伝来し、

復刻されて大きな影響を与える。『芥子園画伝』は山水山石、花鳥

草木を主眼とする伝統を脱しておらず、独立した人物画の展開を見

ることができない。 

これに対して、日本ルネッサンス期の浮世絵木版画には役者 

絵、美人画、春画などのジャンルがある。『北斎漫画』全１５編

は、人間のあらゆる姿態をその動態において捉えるルネッサンス的

な絵画の百科事典と呼ばれるべきものである。また、『北斎漫画』

を含めて「職人尽絵」というジャンルがあり、数多くの産業技術

書・生産技術書には多種多様な職人の姿が描かれている。 

『天工開物』は１８部門から成る産業技術書である。貝原益軒が

引用し木村蒹葭堂が秘蔵していた。平賀源内も読んだといわれてい

る。中国本国では長らく見失われており、大坂の復刻版（１７７１

年）を１９３０年に再刊したという。日本の職人尽絵に類するもの

は皆無であったといえる。 

田山花袋（１８７２－１９３０）は「西鶴小論」（１９１７年）で、

西鶴をモーパッサン（１８５０－１８９３）、ゾラ（１８４０－１９０

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%B7%E7%85%95%E5%B8%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E6%9D%91%E8%92%B9%E8%91%AD%E5%A0%82


 

 

２）、チェーホフ（１８６０－１９０４）と対比しているが、イギリ

ス・ルネッサンスを代表する劇作家シェイクスピア（１５６４－１６

１６）と比較すべきではなかったか。西鶴とシェイクスピアは東西

ルネッサンス文学の代表的作家である。両者ともに商業資本、高利

貸資本について格別の関心を抱き精細に描出した。明代清代には西

鶴に比較すべき世界的巨匠が見いだせない。（第４７章はあくまでも

傍証であって、ルネッサンスがなかったことに対する十分な論証たりえていな

い－岩田注） 

第４８章 ルネッサンス期に次いで日本にも啓蒙期があった 

 日本ルネッサンス期は嘉永３（１８５０）年に一応終わる。啓蒙 

期は、幕府によって蕃書調所が開設した安政３（１８５６）年 

（福本の安政４年とするのは誤り）から中江兆民（１８４７－１９０１）が 

ルソー（１７１２－１７７８）の『社会契約論』（１７６２年）を 

『民約訳解』として翻訳紹介する明治１５（１８８２）年までであ 

る。 

 啓蒙家の系譜には、西周（１８２９－１８９７）、津田真道（１８２

９―１９０３）、神田孝平（１８３０－１８９８）、中村正直（１８３１

－１８９１）、福沢諭吉（１８３４－１９０１）、加藤弘之（１８３６－

１９１６）、森有礼（１８４７－１８８９）、中江兆民（１８４７－１９

０１）、加藤弘之（１８３６－１９１６）らがいる。西、津田、神田、

加藤は蕃書調所の関係者であり、西、津田、神田、中村、福沢、加

藤は明治６（１８７３）年に森らが創刊した『明六雑誌』で活躍し

た。 

 漢学の素養が浅い福沢諭吉は、復古儒学や復古医学に対する、す

なわち日本ルネッサンスに対する理解が全く欠けていた。朱子学と

それに対抗するさまざまな動きを区別せずに「偏重の禍」として排

撃した。福沢が日本ルネッサンス文化を十分に理解していれば、そ

の後の西洋文明、西洋実学の輸入・啓蒙の内容、方向性が異なるも

のになったのではないか。 

第４９章 わがルネッサンスが国内にあたえた影響     

 日本ルネッサンスの発生は、徳川時代に町人階級の本格的な勃興

を見たことの反映である。町人階級の抬頭によって起こったルネッ

サンスが各種生産部門にマニュファクチュアの成立・発展をもたら

したからこそ、明治維新はブルジョア革命たりえたのである。封建

的残渣は留めているとしても明治維新は封建革命ではない。マニュ

ファクチュア（手工業的工場制）は明治期に徐々に機械化されてい

き、近代工業資本主義の機械的大工場制に転化していく。 

 幕末の志士の多くはルネッサンスの代表的諸家に学んだ。素行学

派の吉田松陰は長州藩が萩に設置した野山獄に幽囚される。そこで

『論語』『孟子』を講じ、松下村塾で写本として流布したのが『講



 

 

孟余話』である。松蔭の忠孝一致論、忠孝不二論、絶対主義的理念

は、後の「教育勅語」（１８９０年）の「よく忠に、よく孝に、億兆

心を一にして、世々その美をなせるは、これわが国体の精華にし

て」に繋がる。しかし、これは儒教本来の精神ではない。仁斎、徂

徠らの復古儒学者はもちろんのこと、陽明学者の大塩平八郎も「道

の要はただ孝にあるのみ」と大いに孝を強調する。儒教の精神を歪

曲して父子関係を君臣の関係にまで拡大解釈したものにすぎない。 

 君臣父子の関係を同一視する理念が明治維新後の絶対主義天皇制

のイデオロギーを胚胎・培養することがなければ、悲惨な一大敗戦

を経験することなく、別の道を辿ったであろう。 

第５０章 わがルネッサンスが海外にあたえた影響 

 日本ルネッサンス文化のうち最も大きな影響を海外に与えたのは

浮世絵である。とりわけヨーロッパの芸術家たちは北斎の風景画と

『北斎漫画』には目を瞠り、印象派芸術誕生のきっかけになった

（本稿第９章第３節を参照－岩田注）。 

 徂徠の『弁明』『弁名』（ともに１７１７年）は天保年間に清代で

翻刻されて影響を与えた。また、清代末期から中華民国時代にかけ

て日本ルネッサンス期の数多くの医学書が翻訳紹介されている。 

 

 以上、各章の概要を記した。頁数が必ずしも議論の粗密につなが

るわけではないが、読者は１つのテーマで１０倍以上の差があるこ

とに違和感を覚えるのではないか。また、専門家が自身の専攻分野

を読めば、添削箇所で真っ赤になることは十分に予想される。 

 細部には異論が噴出するのは間違いない。しかし、法制史、経済

史、産業技術史、国史、東洋史、西洋史、哲学、哲学史、文学、芸

術、科学、医学、等々、気の遠くなりそうになるほどの膨大な史

料・文献を渉猟した『日本ルネッサンス史論』に対しては、福本の

主張に賛同しなくても敬意を表したくなるのではないか。 

それを「ルネッサンス」と名づけようが名づけまいが、徳川日

本に巨大なうねりがあったことは否定できまい。タコツボ化した専

門家たちには、このような超横断型の著作は決して成し得ないであ

ろう。清水多吉が指摘するように、まさしく「エンサイクロペディ

ア」である。  

 １９３６年に着想した日本ルネッサンス史論は獄中で少しずつ形

になっていく。紙風船に書いた原稿を差し入れの百科事典に挿んで

少しずつ非合法に獄外に持ち出した第１次草稿は１９４１年１２

月、釈放される２ヶ月前に完成する。第２次草稿（１９４２年１１

月）に次いで第３次草稿は１９４６年１０月に完成（４００字詰原稿

用紙１３３０枚）、『日本近世の文化革命』（１９４９年１０月）とな

る。最終稿となる第４次草稿（１４００枚）は１９６４年５月に完成



 

 

した。第３次から第 4次まで１８年もの間隔がある。原稿用紙の枚

数がそれほど違っていないことを考えると、戦後の政治活動の再開

による執筆の遅延はあったにせよ、推敲に推敲を重ねたことがよく

わかる。 

福本の初期３部作は短期間で執筆され彗星のごとく世に現れ

た。それに対して、ライフワークである『日本ルネッサンス史論』

は獄中１４年、推敲執筆２８年をかけて熟成させた大作、大業であ

る。 

 日本ルネッサンス史論を一応完成させた福本は、１９８３年に没

するまでに何を遺したか。 

 


